
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 14.少人数指導支援推進事業

1. 教育総務費

3. 教育研究指導費 学務課

（佐倉市）　　

第３章
｢心豊かな人づくり、まちづくり｣　～教育の充実、 27,015

スポーツ活動の推進～ 平成23年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策６
確かな学力が向上するまちにします 平成24年度 0

平成25年度 9,005

施策１
確かな学力を定着させます 平成26年度 9,005

平成27年度 9,005

0

8,255 8,255

・３名の教員を臨時的に任用し、３校の小・中学校に配 ・児童・生徒数が多い学級を数多く抱える学校に、少人 ・学習の習熟度に応じて、個別の指導や支援を受けられ

置します。 数学習支援教員を配置することにより、少人数指導またはティームティ るので、効果的、効率的に学習内容を理解し、定着させることができま

・学校では、算数・数学をはじめとした教科の授業において、少人数指 ーチングを展開し、児童生徒個々への学習支援を通じて学習のつまずき す。

導及びティームティーチングを実施して、子どもの学習定着度に応じた を克服させ、一人一人の学力の向上を図ります。 ・児童・生徒個々の学習のつまずきを見極め、つまずきを克服するよう

個別の指導支援を行います。 重点的な支援を受けられるので、学習への苦手意識が薄れ、学習意欲を

高められます。

04 1,037 0 1,037

07 7,218 0 7,218

差引一般財源 0 8,255 0 8,255


